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事業⽬的 
 
本業務の⽬的は、（１）死亡者数に影響の強い健康指標を明らかにし、（２）健康寿命を延

ばすための要因を抽出することにより、広島県において、健康寿命を延伸するため優先的に
改善に取り組むべき健康指標を明らかにすること、とする。 
 
第 1 章 健康指標別・疾病別死亡の相対リスク 
 

広島県の健康寿命の延伸を効果的に実施するためには、健康寿命の延伸に強く影響する
健康指標から改善していくことが必要である。そのためには、広島県において健康指標の
改善により減少する死亡者数についての、健康指標毎の⽐較可能なエビデンスが必要であ
る。 

この知⾒を得るために、以下のステップに分けて、分析を⾏っていく。 
 

ステップ１）健康指標と疾病死亡の関連の整理 
ステップ２）健康指標の改善による、死亡者数の減少の推計 
ステップ３）健康指標の改善による、寿命の延⻑の推計 
ステップ４）健康指標の改善による、健康寿命の延⻑の推計 

 
ステップ１）の健康指標と疾病死亡の関係の把握には、相対リスクを⽤いる。相対リス

クとは、状況の異なる２つの集団間の疾病・死亡頻度の⽐である。例えば、喫煙者と⾮喫
煙者について、⾮喫煙者の死亡率を分⺟とし、喫煙者の死亡率を分⼦とした⽐は、⾮喫煙
者を１とした場合の喫煙者の死亡率の相対リスクとなる。 
 
本分析で⽤いた相対リスクの選択基準は、ⅰ)個々の⼤規模前向き観察研究もしくはそ

れらの統合解析からの推定値であること、ⅱ)先⾏研究ですでに確⽴された因果関係もし
くは関連性を⽀持していることの⼆点である。1 
これらの条件を満たす⽇本の研究が無い場合は、アジア太平洋地域におけるコホート共

同研究(Asia-Pacific Cohort Studies Collaboration, APCSC)によるエビデンスを検索した。
APCSC からエビデンスが⾒つからなかった場合は、Global Burden of Disease Study で
⽤いられた値を採⽤した。表 1-1 は本分析で使⽤するリスク⽐の⼀覧である。統計上有意
ではない相対リスクは推計の際には 1 とした。また、表 1-2 では各リスク要因の広島県
の現状値及び⽬標値をまとめた。⽬標値について、リスク⽐と整合性のある⽬標値が県お
よび国において設定されていない場合は、弊社分析⾃治体の⽬標値の平均を、ベンチマー
ク⽬標値として設定した。 
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表 1-1. 相対リスクのサマリー：主な健康指標毎の疾病別死亡相対リスク 
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表 1-1. 相対リスクのサマリー：主な健康指標毎の疾病別死亡相対リスク 

 
 
a ⼦宮頸がんの相対リスク⽐を⼦宮がんの相対リスク⽐として代⽤。 
b「社会的な⽀えの指標が低い」⼈の相対リスク⽐を「社会的つながりが弱いと思う」⼈の
相対リスク⽐で代⽤。 
c ⾃殺では、「⼀週間に⼀度以上会う友⼈が 0 ⼈の」⼈の相対リスク⽐を「社会的つながりが
弱いと思う」⼈の相対リスク⽐で代⽤。 
d 果物・野菜の低摂取の相対リスク⽐を野菜の低摂取の相対リスク⽐として代⽤。  
e 閉経後乳がんのリスク⽐を乳がんのリスク⽐として代⽤。 
f ⼦宮体がんの相対リスク⽐を⼦宮がんの相対リスク⽐として代⽤。 
g「エタノール摂取が 60g/⽇以上」の⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」の
⼈の相対リスクとして代⽤。 
h「5-8 回/週、飲酒する」⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」の⼈の相対リ
スクとして代⽤。 
i 結腸直腸がんの相対リスク⽐を⼤腸がんの相対リスク⽐として代⽤。 
j「エタノール摂取が 92g/⽇以上」の⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」の
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⼈の相対リスクとして代⽤。 
k「エタノール摂取が 23g/⽇以上」の⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」の
⼈の相対リスクとして代⽤。 
l「エタノール摂取が 300g/週以上」の⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」
の⼈の相対リスクとして代⽤。 
m「エタノール摂取が 414g/週以上」の⼈の相対リスクを「1 ⽇ 6.5 合以上（900ml 以上）」
の⼈の相対リスクとして代⽤。 
n「中程度の運動を 2.5 時間/週未満または強度の運動 1 時間/週未満」⼈の相対リスクを「こ
の 1 年、継続して運動をしていない」⼈の相対リスクとして代⽤。 
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表 1-2. 本分析事業の健康指標、データの出典及び広島県における健康指標の現状値・⽬標
値 
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表 1-2. 本分析事業の健康指標、データの出典及び広島県における健康指標の現状値・⽬標
値 
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